
大正中校区青少年指導員協議会 先進地研修  11月28日 

昨年度から始めた先進地研修ですが、今年は奈良市立富雄中学校を訪問さ

せていただきました。参加していただいた人数は１６人でした。 

富雄中は１２年前から地域とともにある

学校づくりに向けて、「校区の人たち全体」

という平面の連携、「保・幼・小・中一貫」

という垂直の連携を地道にしてこられま

した。その中で「富雄中学校区地域教育協議会」が創られ、熱心に活動して

おられます。  

  ↑パンフレットより 

 



話をしてくださったのが上城戸栄

子富雄中学校区地域教育協議会長

です。上城戸さんは富雄中のＰＴＡ

活動にかかわったことをきっかけ

に「富雄中学校応援団」づくりのた

めに熱心に活動を続けてこられました。 

 

学力向上の取組としての「放課後学習支援ＳＡＳ」 ↓案内チラシより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



★これは大正中学校で現在おこなわれてい

る「土曜塾」や受験勉強「合格ワーキング

ナイト」のような活動ですが、本校との圧

倒的なちがいはボランティアに集まってく

ださる方の数です。 

ボランティア部の活動との協働 

★「花咲ロード」 

地域の方といっしょに子どもたちが「花一杯運動」

の取組をしておられます。「子どもたちの元気な挨

拶と笑顔が最高」と言っておられました。また校門

の前にはボランティアの方の手による立派な菊が

展示されていました。通りに面している学校なので、

時折「売ってください」と学校に寄る方がおられると

のこと。また、夏休みの水やりなども地域の方がずっと来

られています。 

＜↓パンフレットより＞ 

 

★子どもたちといっしょに地域の「名産品スイーツ」開発を行い、何とブラ

ンド商品を開発までされ、販売しておられます。「富より

団子」です。私たちも試食させていただきましたが、

ゴマの食感と古代米の風味が微妙にマッチし「ゴマと

古代米の“協働”やー」（食レポのつもりです（笑））、

とてもおいしかったです。 



★職場体験の協力事業所へのアポとお礼は学校ではなく、ボランティアさんが担っている

とのことでした。富雄中学校の校長先生は「教員は毎年入れ替わりがあり、活動の継続性

がとぎれる場合もある。しかし、ここは地域協議会がかっちり活動してくれているので、

新しく来た先生でも流れの中にスムーズに入っていける」とおっしゃっていました。 

 

 

                                  ↑いただいた資料より 

最後に、「大正校区でも今日学ばせてもら

ったことを参考に取り組んでいきます。」

と、仲川青少年指導協議会長からあいさつ

をしていただき帰路につきました。本当に

実りの多い研修でした。お話をして下さった上城戸栄子富雄中学校区地域教

育協議会長はじめ、富雄中学校の矢追校長先生、 富雄中学校区地域教育協

議会総合コーディネーターの新谷さん、本

校区青指協の先進地研修に御協力いただ

きありがとうございました。また、本校区

青指協の皆様、ＰＴＡの皆様の参加により、

よりよい研修になりましたこと、感謝申し上げます。 

 

今後も、地域・家庭・学校が協働して、大正中の子どもたちのための活動

ができますよう御協力をお願いいたします。      


